
 添付資料 

第８回助成対象団体の概要 ※分野別５０音順 

 
※（ ）内の市名は団体事務所の所在地です。 

※助成額は団体の申請に基づいて審査・決定しました。 

 

■地域環境づくり 

 団体名 活動概要 助成額 

① 

いたみアピール 

プラン推進協議会 

（伊丹市） 

～伊丹の自然・文化・歴史のアピール～ 

市民が主体となって伊丹の魅力を内外にアピールすることで、定住人口・交

流人口の増加という課題に取り組んでいます。伊丹の地域資源である自然・

文化・歴史などを最大限に利用し、市内をガイドするウォーキングイベント、

ゲストスピーカーを招いてのフォーラム、コンサートなどを実施。住民の投

票で決定した「平成いたみ八景」をガイドブックなどでＰＲしています。 

４０万円 

② 

ＮＰＯ法人 

元気ファーマ 

いながわ 

（猪名川町） 

～耕作放棄地利用による農園運営・地域緑化～ 

猪名川町の耕作放棄地を利用して、高齢者を中心に健康増進と生きがいを享

受する野菜づくりに取り組んでいます。少年・親子・障がい者など様々な人

を対象にした野菜づくり体験教室も実施。半年単位の野菜づくり講座では、

栽培技術に加え、地域の農事慣習なども伝えています。また、菜の花やヒマ

ワリなどの景観植物を道路沿いに植栽し、地域緑化・美化推進にも貢献して

います。 

４０万円 

③ 

宝塚市 

自然保護協会 

（宝塚市） 

～宝塚全域における生物多様性の調査・保全～ 

武庫川流域を中心に宝塚全域において、生物多様性に関する調査及び特定外

来生物の駆除活動などの多様な保全活動を行っている団体です。大人もこど

もも参加できるホタル観察会や水辺の生き物調査会などを実施。自然と触れ

あい、自然の仕組みを理解し、自然を好きになる啓発活動を推進しています。

また、宝塚市と連携した「市民環境フォーラム」の開催や小学校の環境体験

学習の支援にも取り組んでいます。 

４０万円 

④ 

ＮＰＯ法人 

日本森林 

ボランティア協会 

（大阪市） 

～間伐や植林など市民参加の森林整備・担い手の育成～ 

間伐や下刈りなどの必要な手入れがされていない森林の一般ボランティア

による整備を行っています。箕面・能勢・高槻から和歌山・滋賀など関西圏

を中心に広い範囲で活動を展開しています。また、約半年間、全 19 回にわ

たって講座や現地実習を行う「森林大学」を開催し、次世代の森林ボランテ

ィアに携わるリーダーの育成にも力を入れ、活動の広がりを目指していま

す。 

４０万円 

⑤ 

ＮＰＯ法人 

阪神文化財建造物

研究会 

（西宮市） 

～阪神地区の文化財建造物の保存・活用～ 

阪神地区の「登録有形文化財」約３０件を対象に、定期的な訪問調査をする

「ホームドクター活動」を継続して実施しています。文化財建造物の所有

者・管理者・地域住民・行政などに対し、文化建造物の調査・保護のための

技術的提案・文化財的価値の普及啓発・文化建造物の有効活用などを働きか

け、地域の歴史的な町並みの保全に取り組んでいます。 

４０万円 

⑥ 

認定ＮＰＯ法人 

東灘地域助け合い

ネットワーク 

（神戸市） 

～三世代交流による地域発展と居場所づくり～ 

震災直後に地域住民と市民団体が協力して、まちの復興のために立ち上げた

団体です。現在は、乳幼児から高齢者まで幅広い住民の居場所づくりに取り

組んでいます。誰でも気軽に立ち寄れる「ふらりカフェ」や、住民参加型の

助け合い活動により、仲間づくり・生きがいづくり・介護予防に繋がってい

ます。また、こどもの健全育成や三世代交流を図り、地域の発展に寄与する

ために活動を続けています。 

８０万円 

⑦ 

ＮＰＯ法人 

プラス・アーツ 

（神戸市） 

～アートの力を活かした防災プログラムの企画・運営～ 

「教育」「まちづくり」「防災」「福祉」といった様々な分野が抱えている課

題を、アートやデザインの力で広く共感を得ながら、その解決に向けて取り

組んでいます。特に「防災」分野での活動に力を入れており、企業・自治体・

地域団体・住民・学生といったパートナーと連携し、楽しみながら学ぶ防災

訓練「イザ！カエルキャラバン」や「レッドベアサバイバルキャンプ」など

の多彩な防災教育のプロジェクトを展開しています。 

８０万円 

 

 



■次世代の育成 

 団体名 活動概要 助成額 

⑧ 
尼崎子ども劇場 

（尼崎市） 

～観劇など文化を体感できる機会の提供～ 

尼崎に豊かな文化環境をつくることを目指して活動をしており、２０１５年

に３０周年を迎えました。主に親子を対象として、プロによる芝居・音楽・

人形劇などの“舞台鑑賞”と、キャンプ・忍者ごっこ・季節のあそび・乳幼

児対象の取り組みなど多彩なプログラムを実施することで、多くのこども達

に五感を使った生の体験ができる機会を提供しています。 

４０万円 

⑨ 

池田市公益活動 

促進協議会 

（池田市） 

～五月山における里山の自然体験プログラムの開催～ 

池田市内で活動する市民活動団体全体の活性化を支援する一方で、こども達

が、１年間を通じて参加する「里山・あそび隊」を主催しています。その中

で「五月山を歩こう」「雑木林を育てよう」「水の中の生き物をつかまえよう」

などの自然体験プログラムを実施することで、身近な里山である五月山の魅

力を発信しつつ、こども達の心身の健全な育成を図っています。 

４０万円 

⑩ 

京都技術士会 

理科支援チーム 

（京都市） 

～科学技術の専門家である技術士による理科実験教室の開催～ 

京都技術士会の有志による団体で、こども達の理科離れを解消すべく、夏休

みに小学生を対象とした「こども理科実験教室」を京都市や向日市で開催し

ています。様々な科学技術の専門分野に精通しているメンバーが、多彩な実

験プログラムを提供することが特徴です。また、大阪市や東北でも理科支援

活動を実施しています。 

４０万円 

⑪ 
京都市里親会 

（京都市） 

～里親の資質向上と新規里親開拓～ 

様々な事情で家庭で暮らせないこども達を、成長過程の途中から家族として

受け入れる里親の養育活動を支援するために設立された当事者団体です。里

親とその家族が継続的に交流をもつ「里親サロン」を開催し、こどもが孤立

しないように相互扶助を図っています。広報啓発活動にも力を入れており、

里親に対する理解を深め、登録里親数を増やす活動を継続しています。 

４０万円 

⑫ 

ＮＰＯ法人 

はんもっく 

（箕面市） 

～こどもの豊かな体験づくりと子育てグループへの中間支援～ 

核家族化・少子化のなかでも、こども達が様々な人とつながりながら、健や

かに育つことができるように、豊かな体験づくりや子育て支援に取り組んで

います。乳幼児とその親が集まるサークル活動の支援に始まり、未就園児と

参加できる親子クラブの開催や、小学生向けの工作体験・科学体験・世代間

の交流企画の実施など、こどもの成長に応じた活動を展開しています。 

４０万円 

⑬ 

ＮＰＯ法人 

寺子屋 

プロジェクト 

（京都市） 

～お寺を拠点とする教育活動～ 

こどもや大人が学び合う寺子屋を東本願寺や青蓮院門跡といった実際のお

寺で開き、安価で、誰もが通いやすく、質の高い教育を受けられる場を提供

することで、経済面や教育面での格差を解消することを目指して活動してい

ます。またプログラミング学習などの２１世紀型の学びを提供する教室も運

営し、体験を通じて学べる環境づくりにも努めています。 

８０万円 

⑭ 

ＮＰＯ法人 

トイボックス 

（大阪市） 

～全国初・公設民営のフリースクール～ 

不登校・発達障がいなどのこどものフリースクール｢スマイルファクトリー｣

を運営しています。これは、日本で初めての公設民営フリースクールとして

池田市と連携して進めており、他の地域のモデルケースになっています。家

族のための電話相談や個別相談も実施。学校に行けなくなってしまった小中

高校生の受け入れや、その保護者を含めた相談事業を推進し、こども達が笑

顔を取り戻し、社会へ復帰していくことができるようサポートしています。 

８０万円 

⑮ 

ＮＰＯ法人 

豊中市青少年 

野外活動協会 

（豊中市） 

～キャンプ・スキーなどの自然体験プログラムの開催～ 

キャンプ・スキー・サイクリングなど、誰もが参加しやすく達成感と充実感

を得ることができる、季節に応じたプログラムを通じて、青少年の健全育

成・野外活動の啓蒙普及を５０年以上にわたり行っています。ボーイスカウ

ト・ガールスカウト・地域のこども会など他団体とも連携し、活動の幅を広

げています。また、野外活動施設である「豊中市立青少年自然の家 わっぱ

る」を管理・運営しています。 

８０万円 

⑯ 

ＮＰＯ法人 

ブレーン 

ヒューマニティー 

（西宮市） 

～青少年の学習支援や多様なニーズに応えるこどもの居場所づくり～ 

数百人規模の大学生ボランティアが主体となって、不登校児の学習支援・小

中学生の週末レクリエーション活動・国際ワークキャンプなど、こども達に

関する多様なニーズに対応した活動を積極的に展開しています。また、２０１６

年よりこどもの貧困対策の一つとして「にしのみやこども食堂」を始めまし

た。今後は他の地域にも同様の食堂を開き、活動拠点を広げていくことを目

指しています。 

８０万円 

 




